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　これまで我々のグループでは、大腸がん及び卵巣癌由来の臨床検体を用いたスフェロイド培養により、長

期継代が可能な細胞の樹立を行ってきた。各種発現解析、フローサイトメトリー解析、及びマウス移植実験

による造腫瘍性の解析等により、スフェロイド構成細胞のかなりの部分はがん幹細胞の特性を有している

事、及びこれらの細胞のマウス移植により原発腫瘍と同様の病理像を呈する腫瘍を再構成できる事が明らか

になった。とりわけ進行性大腸がんにおいては過半数の症例において、スフェロイドの樹立が可能であり、

難治性大腸がんの細胞パネルとしての有用性が期待される。現在、これらの培養スフェロイド細胞及びその

マウス移植腫瘍を対象として、がん幹細胞特性、がん組織多様性、抗がん剤抵抗性等に関する解析を行なっ

ている。とりわけ、樹立した細胞パネルを用いて、包括的遺伝子発現解析、オンコパネルを用いたがん変異

の解析、抗がん剤抵抗性の包括的解析等を行う事により、大腸がん、卵巣がん細胞の層別化、及び新たな治

療標的パスウェイの探索を行なっているので紹介したい。
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